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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 11日 (2005.4.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 そ の 銅 電 極 形 成 方 法
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 あ る い は セ ラ ミ ッ ク と 樹 脂 と の 複 合 セ ラ ミ ッ ク 材 料 を 用 い た 基 体 の 表
面 に 銅 電 極 を 形 成 す る た め の セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 の 銅 電 極 形 成 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 基 体 の 表 面 に 導 電 化 材 料 を 付 着 さ せ る 工 程 、 お よ び
　 前 記 基 体 の 表 面 に 付 着 し た 前 記 導 電 化 材 料 を 下 地 と し て 電 解 め っ き 法 に よ っ て 前 記 銅 電
極 を 形 成 す る 工 程 を 含 み 、
　 電 解 め っ き 法 に 用 い ら れ る 電 解 銅 め っ き 液 が 、 ア ミ ン 類 あ る い は オ キ シ カ ル ボ ン 酸 類 を
銅 イ オ ン の 錯 化 剤 と し て 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 の 銅 電 極 形 成 方
法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 が 、 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 、 エ チ レ ン
ジ ア ミ ン 四 酢 酸 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 の 銅 電 極 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 が 、 リ ン ゴ 酸 、 ク エ ン 酸 、 酒 石 酸 、 グ ル コ ン 酸

か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の セ ラ
ミ ッ ク 電 子 部 品 の 銅 電 極 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 濃 度 が 、 ０ ． １ ～ １ ． ０ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 の 銅 電 極 形 成 方 法 。

と お よ び 電 解 銅 め っ き 浴

、 グ リ シ ン
、 マ ロ ン 酸



【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 解 銅 め っ き 液 の 銅 イ オ ン 濃 度 が 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ で あ る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 の 銅 電 極 形 成 方
法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 電 解 銅 め っ き 液 の ｐ Ｈ が 、 ４ ． ０ ～ １ ０ ． ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な
い し 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 の 銅 電 極 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 導 電 化 溶 液 は 、 パ ラ ジ ウ ム 、 ス ズ 、 銀 、 銅 か ら 選 ば れ る １ つ 以 上 を 含 有 す る コ ロ イ
ド 、 前 記 い ず れ か の 金 属 の 錯 体 、 ま た は 前 記 い ず れ か の 金 属 の 水 酸 化 物 で あ る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 の 銅 電 極 形 成 方
法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 あ る い は セ ラ ミ ッ ク と 樹 脂 と の 複 合 セ ラ ミ ッ ク 材 料 を 用 い た 基 体 の 表
面 に 銅 電 極 が 形 成 さ れ た セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 に お い て 、
　 前 記 銅 電 極 は 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ７ の い ず れ か に に 記 載 の 電 極 形 成 方 法 に よ っ て 形
成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 。
【 請 求 項 ９ 】
　
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　
　

【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ ２ 】
　

【 請 求 項 １ ３ 】
　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 こ の 発 明 は 、 セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 そ の 銅 電 極 形 成 方 法 に 関 し 、
特 に 、 た と え ば セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 あ る い は セ ラ ミ ッ ク と 樹 脂 と の 複 合 セ ラ ミ ッ ク 材 料 で 形
成 さ れ た 基 体 の 表 面 に 銅 電 極 が 形 成 さ れ た セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 と 、 そ の 銅 電 極 形 成 方 法

に 関 す る
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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銅 イ オ ン と 、 前 記 銅 イ オ ン の 錯 化 剤 を 含 有 す る 電 解 銅 め っ き 液 で あ っ て 、
前 記 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 が 、 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 、 エ チ レ ン

ジ ア ミ ン 四 酢 酸 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 電 解 銅 め っ き 浴 。

銅 イ オ ン と 、 前 記 銅 イ オ ン の 錯 化 剤 を 含 有 す る 電 解 銅 め っ き 液 で あ っ て 、
前 記 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 が 、 リ ン ゴ 酸 、 ク エ ン 酸 、 酒 石 酸 、 グ ル コ ン 酸 、 グ リ シ ン

、 マ ロ ン 酸 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 電 解 銅 め っ き 浴 。

前 記 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 濃 度 が 、 ０ ． １ ～ １ ． ０ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 ９ ま た は 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 電 解 銅 め っ き 浴 。

前 記 電 解 銅 め っ き 液 の 銅 イ オ ン 濃 度 が 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ で あ る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 ９ な い し 請 求 項 １ １ の い ず れ か に 記 載 の 電 解 銅 め っ き 浴 。

前 記 電 解 銅 め っ き 浴 の ｐ Ｈ が 、 ４ ． ０ ～ １ ０ ． ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ な
い し 請 求 項 １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 電 解 銅 め っ き 浴 。

と お よ び 電 解 銅 め っ き 浴

、
お よ び 電 解 銅 め っ き 浴



【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ れ ゆ え に 、 こ の 発 明 の 主 た る 目 的 は 、 ダ イ レ ク ト プ レ ー テ ィ ン グ 法 に よ っ て セ ラ ミ ッ
ク 材 料 の 表 面 に 銅 電 極 を 形 成 し た セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 と 、 そ の 銅 電 極 形 成 方 法 を 提 供 す る

こ
と で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 こ の 発 明 は 、 セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 あ る い は セ ラ ミ ッ ク と 樹 脂 と の 複 合 セ ラ ミ ッ ク 材 料 を 用
い た 基 体 の 表 面 に 銅 電 極 を 形 成 す る た め の セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 の 銅 電 極 形 成 方 法 で あ っ て
、 基 体 の 表 面 に 導 電 化 材 料 を 付 着 さ せ る 工 程 と 、 基 体 の 表 面 に 付 着 し た 導 電 化 材 料 を 下 地
と し て 電 解 め っ き 法 に よ っ て 銅 電 極 を 形 成 す る 工 程 と を 含 み 、 電 解 め っ き 法 に 用 い ら れ る
電 解 銅 め っ き 液 が 、 ア ミ ン 類 あ る い は オ キ シ カ ル ボ ン 酸 類 を 銅 イ オ ン の 錯 化 剤 と し て 含 有
す る こ と を 特 徴 と す る 、 セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 の 銅 電 極 形 成 方 法 で あ る 。
　 こ の よ う な セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 の 銅 電 極 形 成 方 法 に お い て 、 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 と
し て 、 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 か ら 選 ば れ る
少 な く と も １ 種 を 用 い る こ と が で き る 。
　 ま た 、 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 と し て 、 リ ン ゴ 酸 、 ク エ ン 酸 、 酒 石 酸 、 グ ル コ ン 酸

か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 を 用 い る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 濃 度 が 、 ０ ． １ ～ １ ． ０ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ の 範 囲 に あ る こ と
が 好 ま し い 。
　 ま た 、 電 解 銅 め っ き 液 の 銅 イ オ ン 濃 度 が 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ の 範 囲 に あ る こ
と が 好 ま し い 。
　 さ ら に 、 電 解 銅 め っ き 液 の ｐ Ｈ が 、 ４ ． ０ ～ １ ０ ． ０ の 範 囲 に あ る こ と が 好 ま し い 。
　 ま た 、 導 電 化 溶 液 と し て は 、 パ ラ ジ ウ ム 、 ス ズ 、 銀 、 銅 か ら 選 ば れ る １ つ 以 上 を 含 有 す
る コ ロ イ ド 、 前 述 の い ず れ か の 金 属 の 錯 体 、 前 述 の い ず れ か の 金 属 の 水 酸 化 物 を 用 い る こ
と が で き る 。
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 あ る い は セ ラ ミ ッ ク と 樹 脂 と の 複 合 セ ラ ミ ッ ク 材
料 を 用 い た 基 体 の 表 面 に 銅 電 極 が 形 成 さ れ た セ ラ ミ ッ ク 電 子 部 品 に お い て 、 銅 電 極 は 、 上
述 の い ず れ か に に 記 載 の 電 極 形 成 方 法 に よ っ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 セ ラ ミ ッ ク
電 子 部 品 で あ る 。
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と と も に 、 こ の よ う な 銅 電 極 形 成 方 法 に 用 い る こ と が で き る 電 解 銅 め っ き 浴 を 提 供 す る

、 グ
リ シ ン 、 マ ロ ン 酸

ま た 、 こ の 発 明 は 、 銅 イ オ ン と 、 銅 イ オ ン の 錯 化 剤 を 含 有 す る 電 解 銅 め っ き 液 で あ っ て
、 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 が 、 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 、 エ チ レ ン ジ ア
ミ ン 四 酢 酸 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 電 解 銅 め っ き 浴 で あ る
。

ま た 、 こ の 発 明 は 、 銅 イ オ ン と 、 銅 イ オ ン の 錯 化 剤 を 含 有 す る 電 解 銅 め っ き 液 で あ っ て
、 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 が 、 リ ン ゴ 酸 、 ク エ ン 酸 、 酒 石 酸 、 グ ル コ ン 酸 、 グ リ シ ン 、 マ
ロ ン 酸 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 電 解 銅 め っ き 浴 で あ る 。

こ れ ら の 電 解 銅 め っ き 浴 に お い て 、 電 解 銅 め っ き 液 の 錯 化 剤 濃 度 が 、 ０ ． １ ～ １ ． ０ ｍ
ｏ ｌ ／ Ｌ の 範 囲 に あ る こ と が 好 ま し い 。

ま た 、 電 解 銅 め っ き 液 の 銅 イ オ ン 濃 度 が 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ の 範 囲 に あ る こ
と が 好 ま し い 。

さ ら に 、 電 解 銅 め っ き 浴 の ｐ Ｈ が 、 ４ ． ０ ～ １ ０ ． ０ の 範 囲 に あ る こ と が 好 ま し い 。
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